















































本題にもどる。周作人は文筆活動を始めたころ、 『域外小説集』 などの文語訳を世に問うたが、 新文化運動に参加し、 『新
青年』に文章を発表して以来、もっぱら口語文で文章を書くようになった。ここで、彼の詩の翻訳 関する意見を見てみたい。








































































和歌と俳句の翻訳は、 「日本的詩歌」 、 「日本之俳句」などのエッセイに見られる。 「日本的詩歌」の中で、周作人はま
ず、





















周作人は歌、 とくに俳句と川柳の独特の美学に、 深い理解を示しているが、 それゆえか、 翻訳の難しさも熟知しており、
あえて原文を犠牲にせず、 「翻訳」 というより、 解釈 ・ 説明に近い訳しかたを選択した。 翻訳を諦めているように見られるが、わたしが思うには、彼は文 の漢詩調の美しさに匹敵する中国語の新しい口語詩に期待していたのではないか。
晩年の周作人は、ほとんどの時間をギリシア文学と日本文学の翻訳についや た。その仕事の中には、石川啄木の歌


































「談翻譯」 、 『苦口甘言 、１９４４年１１月。同前書 六八五～六八六頁。
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「日本的詩歌」 、 １９２１年５月刊『小說月報』１２卷５号 鐘叔河編『周作人文類編⑦日本管窺』 （湖南文藝出版社、１９９８年９月） 、二五三頁。
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同上、二五九頁。日本語原文は 日本古典文学大系『蕪村集 　一茶 、三三一頁。
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 北京． ．中國對外翻譯出版公司（２００１年１月） 、三頁。日本語原文は新日本古典文学大系 が、改行は筆者が行ったものである。
